
このコーナーは、市内で活動する皆さんの主催するイベントや会員募集を紹
介するものです。掲載申込みの詳細は、市 HP をご覧ください。

問広報広聴課☎ 983・2620
市 活 団民 動 体

コ ナ応 援 ー ー 三島市　市民活動団体応援

あらゆる子どもたちが絵本を楽しめる
多様なバリアフリー絵本

時11 月 17 日㈰午後１時 30 分～３時 30 分
場生涯学習センター３階講義室内講演会：

「バリアフリー絵本って、どんな本？」講

スギヤマカナヨさん（絵本作家）、丸本

智也さん（偕成社編集部）定50

人 申電 子 申 請 問山内☎0 9 0 ・

4256・4878

三島マンドリーノ・ドルチェ
第 20 回定期演奏会

時11 月 17 日㈰午後１時 30 分（開場：午

後１時）場長泉町文化センター・ベル

フォーレ内マンドリンの音色をお楽しみ

ください。曲：「ひまわり」「天国と地獄」

ほか問三島マンドリーノ・ドルチェ鈴木

☎987・9361

第 34 回 MOA 美術館三島児童作品展

時① 11 月 23 日（土・祝）午前 10 時～午

後７時② 11 月 24 日㈰午前 10 時～午後３

時場生涯学習センター３階多目的ホール、

市民ギャラリー、ホワイエ内市内小学校

から応募された絵画、書写の全作品の展

示問高見☎ 090・2311・7824

中市真帆の
ベイビーミニシアター「アル」

時12 月 20 日㈮午前 10 時 30 分～ 11 時 30

分場生涯学習センター和室内乳幼児の五

感を刺激する時間と空間を体感してみよ

う費親子ペア：1,000 円対０～ 24 カ月の

親子定先着 10 組申・問電子申

請または三島おやこ劇場・水口

☎090・7912・3651

校外部活・健康長寿の源として！　　
「杖道」参加者募集

時毎週土曜日午前９時～正午、日曜日午後

５時～７時場西小学校体育館内杖道（杖

と木刀による形稽古を行う武道）費小中

学生 300 円、高校生 500 円、大人 1,000

円持木刀、杖、稽古着（順次揃えてくだ

さい）問山形☎972・5670

toshiki 二胡学院　第 13 回二胡発表会

時11 月 10 日㈰正午（開場：午前 11 時 30

分）場生涯学習センター３階講義室内生

徒たちによる二胡の発表会問髙橋☎ 090・

3309・6659

第 41 回 核兵器をなくし平和をつくる
三島市民のつどい

時11 月９日㈯午後１時～３時 50 分場市民

文化会館小ホール内平和へのメッセージ、

公演「平和な世界」コンサート費500 円問

核兵器をなくし平和をつくる三島市民の

会・加藤☎986・3180

やさしい会話術
～アサーティブコミュニケーション～
時11 月 23 日（土・祝）午後 2 時～ 4 時
場市民文化会館第３会議室内自他尊重の

コミュニケーションアサーティブを体験。

自分も相手も大切にした伝え方の考え方

と技術を学びます。費1,000 円定先着 10

人申11 月 15 日㈮までに電子申

請問エルデ代表・長倉☎ 090・

7679・1977

防災講演会
防災と災害時のボランティア活動

時12 月８日㈰午後１時～４時場市民文化会

館 3 階大会議室内市内防災への取り組み

や防災・災害復興の市民、ボランティア連

携活動について講江原さん（静岡県立大学

短期大学部准教授）定80 人申12 月１日㈰ま

でにメールで災害 VC 三島・大澤** mishi

ma_vc@outlook.jp※当日受付

可（会場で受付）問大澤☎ 090・

7025・3999

モノづくりであらたな出会いを
時12 月８日㈰午後１時～４時場佐藤塾（本

町 13・21）内シルバーアクセサリー作り

のワークショップを通して男女の出会い

を応援します費3,000 円定男女各５人申電

子申請（I.S.M 公式 LINE）よ

り飯塚問モノ×アラ委員会・

飯塚☎ 090・2926・8890

「国際ソロプチミスト」女性対象
支援事業に応募してみませんか

内「国際ソロプチミスト」2 賞を募集中①「夢

を生きる賞」、②「大学・短期大学・専門学

校女子学生支援金」申・問12 月 22 日㈰まで

に電話で梶谷☎ 987・6960

求職者職業訓練 「東部保育補助 ・
子ども福祉科（託児）」受講生募集

時12 月 17 日㈫～令和７年 4 月 16 日㈬午前

９時～午後３時 50 分場ジョブアシストカ

レッジ沼津校内就職を目的とし、保育補助

者として必要な知識の習得・発達段階に応

じたケアの方法や遊びにおいての実践的な

技能・技術の習得費11,022 円（テキスト代）
定15 人申11 月 22 日㈮までに直接ハローワー

ク問ジョブアシストカレッジ沼津校 ・ 鈴木

☎ 080・3146・3152

スポーツ

【凡例】　時とき・場場所・内内容・講講師・費費用（記載なしは無料）・対対象・
定定員・持持ち物・注注意事項・申申込み（記載なしは不要）・問問合せ

文化

その他

令和７年2月１日号への掲載の申込みは、
12 月 13 日㈮までに電子申請 電子申請はこちら▶
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ぼ
く
の
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
は
、
と
て
も
働

き
者
で
す
。
ぼ
く
の
家
が
運
送
会
社
な
の

で
家
族
み
ん
な
で
仕
事
を
し
て
い
ま
す
。

　
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
は
、
事
務
の
仕
事
で
パ

ソ
コ
ン
も
使
い
ま
す
。
休
み
の
日
に
は
、

畑
で
色
々
な
野
菜
を
育
て
て
い
ま
す
。

　
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
の
作
る
野
菜
は
、
全
部

お
い
し
い
で
す
が
、
特
に
ジ
ャ
ガ
イ
モ
と

グ
リ
ン
ピ
ー
ス
は
最
高
で
す
。
料
理
も
上

手
で
、
ぼ
く
は
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
の
作
る
野

菜
の
天
ぷ
ら
が
大
好
き
で
す
。

　
優
し
く
て
働
き
者
の
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
、

こ
れ
か
ら
も
元
気
に
長
生
き
し
て
く
だ
さ

い
。

ぼ
く
の

ぼ
く
の
お
ば
あ
ち
ゃ
ん

お
ば
あ
ち
ゃ
ん

当
番
　
い
ま
い
　
け
ん
と

当
番
　
い
ま
い
　
け
ん
と    

　

郷
土
資
料
館
で
は
令
和
七
年
一
月
五

日
ま
で
「
石
器
と
く
ら
し
―
愛
鷹
・
箱

根
西
麓
の
旧
石
器
文
化
と
そ
の
周
辺

―
」
を
開
催
し
て
い
ま
す
。
展
示
の
対

象
と
し
た
旧
石
器
時
代
と
は
、
ま
だ
土

器
が
発
明
さ
れ
て
い
な
い
時
代
で
、
約

三
万
八
千
年
前
か
ら
一
万
六
千
年
前
に

相
当
し
ま
す
。
こ
の
時
代
は
地
質
学
で

は
氷
河
時
代
と
呼
ば
れ
、
人
々
は
動
物

を
追
い
か
け
て
狩
り
を
し
な
が
ら
移
動

す
る
生
活
を
送
っ
て
い
た
と
考
え
ら
れ

て
い
ま
す
。

　

今
回
は
巡
回
展
で
取
り
上
げ
た
遺

跡
を
二
カ
所
紹
介
し
ま
す
。
ま
ず
注

�
愛
鷹
・
箱
根
の
旧
石
器
文
化

初
音
ヶ
原
遺
跡
・
休
場
遺
跡

目
し
て
い
た
だ
き
た
い
の
は
、
三
島

市
の
「
初は

つ
ね
が
は
ら
い
せ
き

音
ヶ
原
遺
跡
」
で
す
。
通

常
の
旧
石
器
時
代
の
発
掘
調
査
で

は
、
石せ

っ
き
せ
い
さ
く
あ
と

器
製
作
跡
（
石
を
打
ち
欠
い

て
石
器
を
作
っ
た
跡
）、
礫れ

き
ぐ
ん群

（
石

蒸
し
料
理
を
行
っ
た
跡
）、配は

い
せ
き石

（
作

業
台
と
し
て
使
っ
た
石
）
し
か
見
つ

か
り
ま
せ
ん
が
、
こ
こ
で
は
平
均

値
で
直
径
一
・
四
メ
ー
ト
ル
、
深
さ

一
・
三
六
メ
ー
ト
ル
の
穴
が
複
数
発

見
さ
れ
ま
し
た
。
発
見
当
初
は
旧
石

器
時
代
の
人
が
ど
ん
な
目
的
で
掘
っ

た
穴
な
の
か
よ
く
分
か
り
ま
せ
ん
で

し
た
が
、
調
査
を
続
け
て
い
く
う
ち

に
、
規
則
的
に
連
続
す
る
数
十
基
の

穴
が
尾
根
を
横
切
る
よ
う
に
三
列
並

ん
で
い
る
こ
と
が
わ
か
っ
て
き
ま
し

た
。
そ
の
た
め
今
日
で
は
尾
根
の
上

を
移
動
す
る
動
物
を
捕
ま
え
る
た
め

の
「
陥お

と

し
穴
」
と
評
価
さ
れ
て
い
ま

す
。
初
音
ヶ
原
遺
跡
の
よ
う
に
六
十

基
以
上
の
陥
し
穴
が
ま
と
ま
っ
て
見

つ
か
る
の
は
大
変
珍
し
く
貴
重
な
こ

と
で
、
海
外
に
も
広
く
紹
介
さ
れ
て

い
ま
す
。

　

ま
た
発
掘
調
査
で
は
石
器
や
土
器

の
評
価
だ
け
で
は
な
く
、
炭
化
し
た

植
物
や
花か

ふ

ん

か

せ

き

粉
化
石
、
火
山
灰
な
ど
の

分
析
に
よ
っ
て
、
年
代
測
定
や
環
境

の
推
定
も
行
っ
て
い
ま
す
。
こ
う
し

た
分
析
の
結
果
、
多
数
の
陥
し
穴
が

見
つ
か
っ
た
の
は
約
三
万
一
千
年
前

の
第だ

い
さ
ん
こ
く
し
ょ
く
た
い

Ⅲ
黒
色
帯
と
い
う
地
層
で
、
ス

ス
キ
や
サ
サ
類
が
し
げ
る
草
原
の
よ

う
な
環
境
だ
っ
た
こ
と
も
分
か
っ
て

き
ま
し
た
。

　

次
に
注
目
し
て
い
た
だ
き
た
い
の

は
、沼
津
市
の
「
休や

す
み
ば
い
せ
き

場
遺
跡
」
で
す
。

昭
和
三
十
九
年
（
一
九
六
四
）
の
発

掘
調
査
で
、
日
本
で
初
め
て
旧
石
器

時
代
の
石
で
囲
っ
た
炉
の
跡
が
二
基

発
見
さ
れ
て
一
躍
有
名
に
な
り
ま
し

た
。
こ
の
調
査
で
出
土
し
た
千
点
を

超
え
る
石
器
は
い
ず
れ
も
細さ

い
せ
き
じ
ん

石
刃
と

呼
ば
れ
る
小
型
の
石
器
で
、
さ
ら
に

炉
の
中
に
残
っ
て
い
た
木
炭
の
分
析

を
行
っ
た
結
果
、
約
一
万
七
千
年
前

の
遺
跡
で
あ
る
こ
と
が
判
明
し
ま
し

た
。
休
場
遺
跡
の
発
掘
調
査
に
よ
っ

て
、
旧
石
器
時
代
末
期
の
様
子
と
年

代
が
明
ら
か
に
な
っ
た
こ
と
か
ら
、

日
本
の
考
古
学
研
究
の
歴
史
を
語
る

上
で
重
要
な
遺
跡
と
し
て
、
昭
和

五
十
四
年
（
一
九
七
九
）
一
月
に
国

の
史
跡
に
指
定
さ
れ
ま
し
た
。
旧
石

器
時
代
の
遺
跡
と
し
て
は
初
め
て
の

こ
と
で
す
。
ま
た
炉
の
跡
が
見
つ
か

っ
た
地
層
は
「
休や

す
み
ば
そ
う

場
層
」
と
命
名
さ
れ

て
、
そ
の
名
称
は
考
古
学
や
地
質
学
に

お
い
て
広
く
使
用
さ
れ
て
い
ま
す
。

No.433

楽寿園内の郷土資料館では、富士・沼津・三島３市博物館巡回展「石器とくらし」を開催しています。
令和７年１月５日㈰まで　　郷土資料館（楽寿園内）☎ 971・8228

▲初音ヶ原遺跡　陥し穴の断面
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